
本年の活動目標

「 お ぢ ば が え り 」
、 、 、 、 、 、

・「喜びいっぱいのおたすけ」を目指し、さあ、おぢばに帰ろう 。
、、、、 、、、

・「人だすけのおぢばがえり」を通して、ぢば一つに心を寄せよう。
、、、、 、、、、、、 、、
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笠
岡
女
子
青
年
(山
野
奈
々
委
員
長
)は
、

６
月
５
日
、
笠
岡
大
教
会
で
こ
か
ん
様
に
続

く
会
を
開
催
、
女
子
青
年
人
、
担
当
者
９

18
人
の
計
人
が
参
加
し
た
。

27

支
部
長
様
か
ら
の
お
話
で
は
、
絵
本
『
世

界
は
１
つ
の
生
命
か
ら
は
じ
ま
っ
た
』
の
内

容
を
基
に
し
て
、
元
の
理
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、〝
朝
起
き
･正
直
･働
き
〟
を
守
っ
て
毎

日
を
健
康
に
過
ご
し
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

こ
か
ん
様
に

続
く
会

開
催

女子青年

役
割
を
全
う
す
る
〝
細
胞
〟
の
よ
う
に
、「
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
人
の
た
め
に
」
と
い
う

気
持
ち
で
行
動
す
る
こ
と
が
陽
気
ぐ
ら
し
に

つ
な
が
る
の
だ
と
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
し

た
。お
話
の
後
に
は
、
振
り
返
り
と
ゲ
ー
ム
を

行
い
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
担
当
の
奥
様
方
が
豪
華
な
お
弁
当

を
作
っ
て
下
さ
り
、
各
自
持
ち
帰
っ
て
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
午
前
中
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ

り
、
充
実
し
た
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。支
部
長
様
を
は
じ
め
、
担
当
の
奥
様
方
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
参
加
し
て
く

だ
さ
っ
た
会
員
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(女
子
青
年
副
委
員
長
岡
﨑
真
実
)

笠
岡
ワ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
(福
島
大
介

監
督
)は
、
７
月

日
、
全
教
野
球
大
会
岡

24

山
予
選
に
臨
み
、
笠
岡
市
営
球
場
で
、
３
支

笠
岡

ワ
ー

ル
ド

ブ
ラ

ザ
ー

ズ

全
教

野
球
大

会
出

場
権

獲
得

部
合
同
チ
ー
ム
と
試
合
を
行
っ
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
序
盤
こ
そ
点
を
取
り
合
っ
た

が
、
両
チ
ー
ム
好
プ
レ
ー
が
続
き
、
４
回
以

降
は
２
対
２
の
ま
ま
、
ス
コ
ア
が
動
か
ず
、

つ
い
に
は
、
延
長
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
に
も
つ
れ

た
。
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
で
、
２
点
を
取
ら
れ
る

も
の
の
、
繋
ぎ
の
野
球
で
、
３
点
を
取
り
返

し
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
た
。こ
れ
に
よ
り
、

笠
岡
ワ
ー
ル
ド
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
は
、
全
教
野
球

大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

(笠
岡
Ｗ
Ｂ

上
原
繁
次
)

支部長様のお話の振り返り

支部長様を囲んでギャルピース

延長タイブレークを制し笑顔のナイン

試合前でもリラックス
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夏
休
み
期
間
中
の
土
日
、
お
ぢ
ば
で
は
、

「
特
別
企
画
鼓
笛
御
供
演
奏
、
オ
ン
パ
レ
ー

ド
」
が
開
催
さ
れ
、
笠
岡
む
つ
み
鼓
笛
隊
(責

任
者
:上
原
繁
次
)は
、
８
月
６
日
に
、
御
供

演
奏
と
オ
ン
パ
レ
ー
ド
に
出
演
し
た
。

過
去
２
年
間
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
の

中
止
に
伴
い
、
夏
の
鼓
笛
行
事
も
中
止
と

な
っ
て
い
た
事
か
ら
、
３
年
振
り
の
出
演
と

な
っ
た
。
同
隊
で
は
、「
行
事
中
止
に
よ
り

出
演
で
き
な
か
っ
た
卒
業
生
の
分
も
頑
張
ろ

う
」
を
、
合
言
葉
に
、
４
月
よ
り
練
習
に
励

ん
で
き
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
大
変
暑
い
日
と
な
っ
た

が
、
御
供
演
奏
で
は
、
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
あ

り
が
と
う
夏
の
お
ぢ
ば
』
を
、
他
の
２
隊
と

供
に
、
心
を
合
わ
せ
て
演
奏
演
技
し
た
。

む
つ

み
鼓

笛
隊

金
賞

受
賞

=

そ
の
後
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
は
、
幾
度
と

な
く
練
習
を
積
み
重
ね
て
き
た
、
『
S
e
a

Loves
You』

を
、
お
ぢ
ば
の
空
に
響
か
せ

た
。
結
果
、
見
事
に
金
賞
を
掴
み
取
り
、
隊

員
、
ス
タ
ッ
フ
ら
は
、
喜
び
の
涙
に
包
ま
れ

た
。
ま
た
、
ポ
ン
ポ
ン
の
部
で
は
、
小
学
校

１
年
生
２
人
だ
け
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

優
秀
演
技
賞
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
を
達

成
し
た
。
(笠
岡
む
つ
み
鼓
笛
隊
責
任
者

上
原
繁
次
)

＝
人
事
＝

立
教
年
７
月
日
付

185

21

(＊
印
は
、
本
部
か
ら
、
ま
た
は
過
日

に
発
令
。・
印
は
辞
令
は
な
い
。
)

会
長
室室
長

上
原
愛
美

室
員

上
原
志
郎

〃
岡
﨑
真
一

〃
今
川
昌
彦

〃
上
原
喜
三

接
待
掛

主
任

岡
﨑
和
美

掛
員

門
脇
加
津

〃
吉
岡
八
恵

〃
山
野
な
つ

〃
田
中
つ
か
さ

〃
上
原
千
枝
子

〃
今
川
直
子

〃
森
本
ひ
ふ
み

〃
桑
田
恵
美
子

神
事
部部
長

岡
﨑
真
一

副
部
長

今
川
昌
彦

部
員

上
原
志
郎

大
教
会
だ
よ
り

２人で掴んだ優秀演技賞

３年振りの集合写真

みんなの思いを乗せての演奏･演技
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〃

上
原

浩

〃
田
林
久
嗣

〃
高
木
昭
祥

〃
岡
﨑
輝
彦

〃
淺
野
明
教

〃
内
海
史
郎

〃
今
川
佐
智
子

〃
上
原
順
子

〃
谷
内
秀
自

〃
岡
本
善
一

〃
西
村
靖
彦

〃
雜
賀
元
生

＊
雅
鶯
会

楽
長

田
中
隆
之

副
楽
長

山
野
弘
実

〃
北
川
治
史

相
談
役

中
島
誠
治

楽
員

森
本
忠
善

〃
武
内
清
明

〃
虫
明
立
生

〃
岡
﨑
治
喜

〃
森
本

実

〃
谷
内
秀
自

〃
中
村
剛
史

〃
藤
井
正
仁

〃
藤
井
保
人

〃
枝
廣
隆
文

〃
掛
谷
宣
和

〃
矢
田
哲
一

〃
猪
原
啓
介

〃
三
代
幸
徳

〃
森
川
道
弘

〃
三
代
拓
己

〃
高
橋
徳
行

〃
仙
田

勉

〃
仙
田
公
男

〃
余
村

元

〃
渡
邉
泰
造

〃
髙
田
一
弘

〃
渡
邉
孝
信

〃
田
中
正
之

〃
森
本
孝
志

〃
藤
井
成
人

〃
原

正
彦

〃
北
川
茂
久

会
計
部部

長
佐
藤
道
孝

部
員

上
原
志
郎

〃
今
川
昌
彦

〃
武
内
清
明

庶
務
部部
長

上
原
繁
道

副
部
長

岡
﨑
真
一

〃
今
川
昌
彦

部
員

山
野
弘
実

〃
武
内
清
明

〃
岡
﨑
治
喜

〃
藤
井
正
仁

〃
枝
廣
隆
文

〃
吉
岡
貞
彦

〃
藤
本
芳
久

〃
三
代
信
行

〃
渡
邉
泰
造

〃
髙
田
一
弘

〃
友
井
道
弘

〃
友
井
正
人

・
名
簿
･諸
統
計
担
当岡
﨑
真
一

今
川
昌
彦

武
内
清
明

友
井
道
弘

・
事
情
願
書
担
当

上
原
繁
道

枝
廣
隆
文

三
代
信
行

渡
邉
泰
造

・
法
人
実
務
担
当

上
原
繁
道

山
野
弘
実

岡
﨑
治
喜

藤
井
正
仁

・
デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当

山
野
弘
実

藤
本
芳
久

髙
田
一
弘

岡
﨑
邦
夫

布
教
部部

長
田
中
隆
之

副
部
長

虫
明
立
生

〃
佐
藤
真
孝

部
員

山
野
弘
実

〃
田
林
久
嗣

〃
高
木
昭
祥

〃
渡
邉
隆
夫

〃
室

悦
子

〃
武
内
清
和

〃
西
迫
宏
哉

〃
鳥
井
利
昭

〃
福
島
大
介

〃
北
川
治
史

〃
瀬
藤
友
昭

〃
三
代
幸
徳

〃
高
橋
徳
行

〃
渡
邉
泰
造

〃
藤
本
知
加
子

海
外
部部
長

上
原
志
郎
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副
部
長

吉
岡
誠
一
郎

部
員

佐
藤
真
孝

〃
上
原
順
子

〃
上
原
千
枝
子

〃
北
川
壯
一

〃
三
代
幸
徳

〃
津
森
朋
之

〃
武
内
敬
教

〃
宮
本
正
明

〃
鳥
井
悠
加

〃
丸
山
隼
人

史
料
部部
長

門
脇
元
教

部
員

上
原
繁
道

〃
中
村
道
德

〃
山
野
弘
実

〃
虫
明
立
生

〃
山
田
敏
教

〃
淺
野
明
教

〃
上
原
繁
次

〃
三
代
温
生

〃
上
原
喜
三

〃
藤
井
正
仁

〃
吉
岡
輝
昭

〃
藤
本
芳
久

〃
津
森
朋
之

〃
友
井
道
弘

〃
大
月
道
昭

笠
岡
の
道
編
纂
委
員
会

委
員

上
原
繁
道

〃
門
脇
元
教

〃
山
野
弘
実

〃
上
原
繁
次

〃
岡
﨑
治
喜

管
理
部部
長

虫
明
立
生

副
部
長

上
原
一
始

〃
藤
井
正
仁

部
員

門
脇
元
教

〃
今
川
昌
彦

〃
山
野
弘
実

〃
横
山
逸
郎

〃
森
本
忠
善

〃
中
村
義
太
郎

〃
赤
木
素
志

〃
上
原
繁
次

〃
岡
﨑
治
喜

〃
武
内
清
和

〃
中
村
剛
史

〃
藤
本
晴
司

〃
藤
井
保
人

〃
掛
谷
善
成

〃
掛
谷
宣
和

〃
矢
田
哲
一

〃
三
嶋
正
教

〃
北
川
治
史

〃
藤
本
芳
久

〃
雜
賀
元
生

〃
渡
邉
泰
造

〃
丸
山
正
人

〃
北
川
茂
久

・
防
災
･危
険
物
･ボ
イ
ラ
ー

佐
藤
道
孝

上
原
志
郎

岡
﨑
治
喜

上
原
一
始

・
電
気
管
理
責
任
者桑
田
則
昭

・
車
両
管
理

今
川
昌
彦

上
原
一
始

信
者
部部

長
上
原
愛
美

副
部
長

今
川
佐
智
子

部
員

上
原
順
子

〃
岡
﨑
和
美

〃
上
原
千
枝
子

〃
上
原
一
始

〃
中
村
理
恵

〃
上
原
美
可

育
成
掛主

任
武
内
正
美

掛
員

上
原
繁
道

〃
吉
岡

壽

〃
佐
藤
道
孝

〃
門
脇
元
教

〃
中
村

剛

〃
田
中
隆
之

〃
中
島
誠
治

〃
谷
内
伸
自

〃
杉
原
博
之

〃
三
島

渉

〃
横
山
逸
郎

〃
森
本
忠
善

〃
高
木
昭
祥

〃
山
田
敏
教

〃
赤
木
素
志

〃
渡
邉
隆
夫

〃
岡
田

誠

〃
内
海
安
子

〃
門
脇
加
津

〃
室

悦
子

詰
所
掛主

任
上
原
理
一

副
主
任

上
原
澄
雄

掛
員

上
原
き
よ



〃
上
原
喜
三
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か
さ
お
か
編
集
掛

主
任

山
野
弘
実

副
主
任

虫
明
立
生

掛
員

岡
﨑
真
一

〃
内
海
史
郎

〃
上
原
繁
次

〃
上
原
喜
三

〃
藤
井
治
喜

〃
吉
岡
輝
昭

〃
瀬
藤
友
昭

〃
本
多
正
悟

〃
余
村

元

〃
村
川
久
美
子

〃
香
取
雅
人

〃
時
宗
一
実

〃
友
井
道
弘

教
養
掛主

任
中
島
誠
治

副
主
任

門
脇
元
教

掛
員

武
内
正
美

〃
田
中
隆
之

〃
吉
岡
誠
一
郎

〃
山
野
弘
実

〃
森
本
忠
善

〃
田
林
久
嗣

〃
中
村
剛
史

＊
婦
人
会支
部
長

上
原
き
よ



常
任

委
員

武
内
正
美

〃
上
原
愛
美

〃
上
原
順
子

〃
岡
﨑
豊
子

〃
門
脇
加
津

〃
岡
﨑
和
美

〃
吉
岡
八
恵

〃
山
野
な
つ

〃
田
中
つ
か
さ

〃
中
村
理
恵

＊
青
年
会委
員
長

上
原
明
勇

副
委

員
長

岡
﨑
治
喜

〃
中
村
剛
史

〃
三
代
幸
徳

委
員

上
原
喜
三

〃
上
原
一
始

〃
余
村

元

〃
田
中
正
之

〃
重
政
理
治

〃
森
本
直
彦

〃
森
本
信
彦

〃
中
村
元
彦

〃
坂
井
幸
生

〃
高
木
弘
毅

〃
藤
井
成
人

〃
枝
廣
正
寛

〃
三
嶋
文
昭

〃
瀬
藤
大
喜

〃
丸
山
優
樹

〃
丸
山
隼
人

〃
河
田
裕
也

〃
岡

秀
明

〃
高
信
雄
也

少
年
会

＊
団
長

森
本
忠
善

副
団
長

淺
野
明
教

〃
藤
井
保
人

委
員

吉
岡
誠
一
郎

〃
岡
﨑
治
喜

〃
谷
内
秀
自

〃
中
村
剛
史

〃
掛
谷
宣
和

〃
三
嶋
正
教

〃
吉
岡
貞
彦

〃
猪
原
啓
介

〃
雜
賀
元
生

〃
三
代
拓
己

〃
秀
平
元
一

〃
上
原
宏
恵

〃
佐
藤
和
代

〃
藤
本
久
美

〃
武
内
ま
さ
み

〃
瀬
藤
三
幸

〃
丸
山
哲
子

〃
丸
山
智
旬

〃
山
田
英
嗣

＊
学
生
担
当
委
員
会

委
員
長

上
原
繁
次

副
委

員
長

佐
藤
真
孝

〃
杉
原
善
朗

〃
髙
田
一
弘

委
員

淺
野
明
教

〃
岡
﨑
治
喜

〃
上
原
喜
三

〃
上
原
一
始

〃
藤
本
晴
司

〃
貞
清
知
実

〃
森
川
道
弘

〃
本
多
正
悟

〃
下
田
誠
輝

〃
武
内
ゆ
り

〃
藤
井
成
人

〃
掛
谷
喜
代
子

〃
北
川
茂
久

◎
第
九
七
二
期
修
養
科
一
期
講
師

自
立
教
年
６
月
１
日

185

至
立
教
年
８
月
日

185

27

久
松

中
村
剛
史
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七
月

月
次

祭
祭

文

こ
れ
の
笠
岡
大
教
会
の
神
床
に
お
鎮
ま
り
下
さ
い
ま
す

親
神
天
理
王
命
の
御
前
に
会
長
上
原
明
勇
慎
ん
で
申
し
上
げ
ま
す

親
神
様
に
は
一
れ
つ
子
ど
も
の
陽
気
ぐ
ら
し
を
楽
し
み
に
一
人
ひ
と
り
に
身
体
を
お

貸
し
下
さ
る
ば
か
り
で
な
く
子
ど
も
可
愛
い
親
心
を
十
分
に
お
掛
け
下
さ
れ
天
然
自
然

の
お
働
き
を
通
し
て
陽
気
ぐ
ら
し
が
出
来
る
よ
う
に
と
日
夜
変
わ
る
事
な
く
御
守
護
下
さ

い
ま
す
事
は
誠
に
有
難
く
勿
体
な
い
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
私
共
は
こ
の
お
借
り
し
て
い

る
身
体
を
結
構
に
使
わ
せ
て
頂
け
る
事
を
朝
夕
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
御
恩
報
じ

の
心
で
た
す
け
一
条
の
ご
用
の
上
に
努
め
励
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す

そ
の
中
に
も
今
日
の
吉
日
は
お
許
し
戴
い
た
七
月
の
御
祭
日
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
只

今
か
ら
お
つ
と
め
奉
仕
人
一
同
明
る
く
陽
気
に
勇
ん
で
坐
り
づ
と
め
て
を
ど
り
を
つ
と

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
御
前
に
は
暑
さ
厳
し
き
中
を
も
厭
わ
ず
今
日
の
日
を
楽
し
み
に
寄

り
集
い
ま
し
た
道
の
子
供
達
が
相
共
に
お
歌
を
唱
和
し
日
頃
の
ご
高
恩
に
改
め
て
御
礼

申
し
上
げ
る
状
を
ご
覧
下
さ
い
ま
し
て
親
神
様
に
も
お
勇
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

さ
て
子
ど
も
達
の
中
に
は
早
く
も
夏
休
み
を
迎
え
て
い
る
子
も
い
る
よ
う
で
す
今

年
の
夏
休
み
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
す
の
で
感
染
対
策
を
し
っ
か

り
と
し
た
上
で
夏
休
み
こ
ど
も
ひ
の
き
し
ん
や
笠
岡
団
と
し
て
の
夏
休
み
こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
ま
た
久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
学
生
生
徒
修
養
会
高
校
の
部
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
こ
れ
ら
の
行
事
を
通
し
て
道
の
子
ど
も
達
に
信
仰
の
喜
び
を
伝
え
る
事
が
で
き

る
よ
う
に
ま
ず
親
が
率
先
し
て
範
を
示
せ
る
よ
う
に
つ
と
め
励
ま
せ
て
頂
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す

何
卒
親
神
様
に
は
旬
々
の
理
を
生
か
し
只
ひ
た
す
ら
に
成
人
の
道
を
歩
む
皆
の
真
実
誠

の
心
を
お
受
け
取
り
下
さ
い
ま
し
て
万
た
す
け
の
上
に
尚
も
自
由
の
御
守
護
を
賜
り
親

の
背
を
見
て
育
つ
子
ど
も
達
が
よ
ふ
ぼ
く
と
な
り
共
に
た
す
け
一
条
の
歩
み
を
進
め
て

く
れ
る
子
に
育
つ
よ
う
お
導
き
の
程
を
一
同
と
共
に
慎
ん
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

立
教

百
八

十
五

年
七

月
月

次
祭

祭
典

役
割

表

祭
主

大
教
会
長
様

内
海

史
郎

賛
者

今
川

昌
彦

杉
原

善
朗

扈
者

上
原

浩
指

図
方

上
原

繁
道

講
話

武
内

清
明

九
月
講
話

上
原

志
郎

区
分

坐
り

勤
前

半
後

半
役
割

吉
岡

壽
佐

藤
道

孝
谷

内
伸

自

地
方

虫
明

立
生

今
川

昌
彦

山
野

弘
実

淺
野

明
教

高
木

昭
祥

岡
田

誠

大
教
会
長
様

田
中

隆
之

岡
﨑

真
一

前
会

長
様

上
原

浩
中

村
道

德

お
つ
と
め

上
原

繁
道

武
内

清
明

吉
岡
誠
一
郎

て
を
ど
り

大
教
会
奥
様

武
内

正
美

谷
内
美
知
子

前
奥

様
吉

岡
八

恵
中

村
初

美

田
中
ま
す
み

山
野

な
つ

岡
﨑

和
美

笛
今

川
昌

彦
杉

原
善

朗
岡

﨑
治

喜

ち
ゃ
ん
ぽ
ん

中
島

誠
治

赤
木

素
志

渡
邉

隆
夫

拍
子

木
上

原
志

郎
虫

明
立

生
山

田
敏

教

太
鼓

中
村

剛
山

野
弘

実
上

原
繁

次

す
り
が
ね

三
島

渉
吉
岡
誠
一
郎

三
代

温
生

小
鼓

中
村
義
太
郎

内
海

史
郎

佐
藤

真
孝

琴
上

原
順

子
内

海
安

子
森
本
冨
美
子

三
味

線
今
川
佐
智
子

岡
﨑

豊
子

室
悦

子

胡
弓

門
脇

加
津

三
島

照
美

上
原
千
枝
子
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曼
殊

沙
華

ま
ん

じ
ゅ

し
ゃ

げビ
エ
ン
・
Ｊ
・
Ｋ

秋
の
蒜
山
高
原
に
行
っ
て
き
た
。「
蒜
山
」

は
難
読
な
地
名
の
一
つ
だ
ろ
う
。
し
か
し
２

０
１
１
年
に
姫
路
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
Ｂ

―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
で「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ
ば
」

が
金
賞
に
輝
き
、一
躍
有
名
に
な
っ
た
。Ｂ
ー

１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
「
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち

お
こ
し
の
祭
典
！
」
を
標
榜
し
て
い
る
。
し

ひ
ょ

う
ぼ
う

た
が
っ
て
知
名
度
が
高
ま
り
観
光
客
が
増
え

る
こ
と
は
本
来
の
目
的
に
も
適
い
、
と
て
も

よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
最
近
ま
で
こ
の
大
会
を

Ｂ
級
グ
ル
メ
の
日
本
一
を
決
め
る
商
業
主
義

的
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
と
誤
解
し
て
お

り
、
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
が
「
ひ
る
ぜ
ん
焼
き
そ

ば
」
の
幟
を
発
見
し
て
、
迷
わ
ず
に
道
沿
い

の
ぼ

り

の
食
堂
に
入
っ
た
。店
の
人
の
応
対
も
よ
く
、

濃
厚
味
噌
だ
れ
で
や
や
太
麺
の
焼
き
そ
ば

は
、
期
待
通
り
の
美
味
し
さ
だ
っ
た
。
帰
路
、

「
曼
珠
沙
華
」
と
も
呼
ば
れ
る
彼
岸
花
の
群

ま
ん

じ
ゅ
し

ゃ
げ

生
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
秋
の
景
色
を
一

陽
だ

ま
り

56

段
と
引
き
立
て
て
い
た
。
だ
が
、
蒜
山
で
は

余
り
そ
の
姿
を
見
か
け
な
か
っ
た
。
ま
あ

「
死
人
花
」
と
も
呼
ば
れ
有
毒
な
彼
岸
花
は

し
び

と
ば

な

モ
グ
ラ
や
ね
ず
み
な
ど
の
侵
入
を
防
ぎ
、
畦

を
守
っ
て
く
れ
る
た
め
人
間
に
と
っ
て
は
有

益
で
あ
る
が
、
牛
や
馬
に
と
っ
て
は
余
り
嬉

し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
特
に
彼
岸
花

の
球
根
に
は
リ
コ
リ
ン
と
い
う
毒
が
多
く
含

ま
れ
誤
っ
て
食
べ
る
と
大
変
な
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
す
り
お
ろ
し
て
何
日
も
流
水

に
さ
ら
し
て
毒
抜
き
を
す
る
と
、
良
質
な
で

ん
ぷ
ん
が
取
れ
、
飢
饉
の
時
の
非
常
食
と
し

て
多
く
の
人
々
の
命
を
つ
な
い
で
き
た
花
で

も
あ
る
。
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
は
切
れ
か

か
っ
て
い
る
も
の
を
引
き
止
め
て
お
く
こ
と

も
意
味
す
る
。
だ
か
ら
決
し
て
安
易
な
気
持

ち
で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
私
達
は
陽
気

ぐ
ら
し
に
む
け
て
生
命
の
バ
ト
ン
を
親
か
ら

い
の

ち

子
、
子
か
ら
孫
へ
と
つ
な
い
で
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
親
神
様
か
ら
貸
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
身
体
に
感
謝
し
、
生
命
を
大
切
に
し
な
け

い
の

ち

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
陽
だ
ま
り
語
録
」
が
今
回

で
百
回
目
を
数
え
る
。
連
載
を
始
め
た
頃
は

１
年
も
続
け
ば
良
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か

し
「
が
ん
ば
り
過
ぎ
ず
に
が
ん
ば
る
」
を
ス

タ
ン
ス
に
し
て
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
暖
か
い
応
援
の

お
陰
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
ボ
チ
ボ
チ
と
つ

な
い
で
い
く
次
第
だ
が
、
百
回
目
の
お
祝
い

は
「
ま
ん
ず
、
酒
」
か
な
。

さ
げ

Ｈ
．
陽
だ
ま
り
語
録

よ
り
著
者
転
載

28

12

100

６
月
か
ら
、
毎
週
一
回
夕
づ
と
め
後
、

30

代
の
未
信
仰
男
性
が
お
話
を
聞
き
に
教
会
に

足
を
運
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
。

そ
の
男
性
は
仕
事
で
の
事
情
か
ら
、
信
者

Ｈ
さ
ん
に
勧
め
ら
れ
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
最
初
は
本
人
の
心
の
内
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
か
し
も
の
･か
り
も
の
の
理

な
ど
お
取
次
ぎ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の

の
、
教
会
長
と
な
っ
て
３
年
目
の
未
熟
な
私

は
、
ど
の
様
に
こ
れ
か
ら
教
理
を
お
伝
え
す

れ
ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
た
。

７
月
の
中
頃
、
初
席
者
を
お
連
れ
す
る
車

内
で
信
者
Ａ
さ
ん
に
お
つ
と
め
を
お
教
え
し

て
み
て
は
？
と
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
。

真
っ
先
に
人
間
思
案
が
出
て
き
た
。
今
ま
で

◎
ブ
ロ
グ
版
「
陽
だ
ま
り
語
録
」
を
ご
覧
に
な
り

た
い
場
合
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
で
「
陽

だ
ま
り
語
録
」
と
検
索
さ
れ
る
か
、
下
記
ア
ド

レ
ス
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://h

id
a
m
a
rig
o
ro
ku
-v
jk
.lo
ca
lin
fo
.jp
/

順
調
に
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
も
の

の
、
お
つ
と
め
と
な
る
と
一
歩
ひ
い
て
し
ま

わ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い

た
の
も
、
神
様
だ
と
思
い
直
し
、
早
速
お
つ

と
め
の
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
決
め

た
。お
つ
と
め
の
練
習
を
始
め
て
か
ら
あ
る

日
、
第
二
節
の
練
習
の
途
中
で
、
信
者
М
さ

ん
が
参
拝
に
来
ら
れ
た
。
М
さ
ん
は
毎
月
欠

か
さ
ず
参
拝
下
さ
る
方
で
あ
る
が
、
そ
の
日

は
な
ん
だ
か
勇
め
な
い
ま
ま
教
会
に
参
拝
に

来
た
と
の
事
だ
っ
た
。
夕
づ
と
め
後
だ
っ
た

の
で
も
う
教
会
は
暗
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
と
思
っ
て
参
拝
に
来
た
ら
、
夕
づ
と
め
は

終
わ
っ
た
は
ず
の
時
間
に
ま
だ
お
つ
と
め
の

声
が
聞
こ
え
る
。
会
長
と
見
ず
知
ら
ず
の
男

性
が
お
つ
と
め
の
練
習
を
し
て
い
た
。
М
さ

ん
に
と
っ
て
そ
の
光
景
だ
け
で
も
の
す
ご
く

勇
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と
、
満
面
の
笑
顔
で

帰
っ
て
行
か
れ
た
。
ま
さ
に
神
様
の
お
働
き

だ
と
思
わ
ず
に
は
お
れ
な
か
っ
た
。

毎
週
一
回
の
分
程
度
の
未
信
仰
男
性
へ

30

の
教
理
の
お
取
次
ぎ
、
Ａ
さ
ん
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
М
さ
ん
の
月
に
一

回
の
参
拝
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
こ
れ
ら
が
一
つ

ず
れ
て
も
か
な
わ
な
か
っ
た
〝
奇
跡
の
勇

み
〟
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
(よ
)


